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「名存実亡」中ソ友好同盟相互援助条約期限
切れでどう動くかf
1950年初頭兄弟的友誼のシンボルとしてこの条約が
締結された時から中ソ対立は始まっていた。

中越戦争と中ソ対立

時

ヴェ
ト
ナ
ム
正
規
軍の
全
面
的
支
援
を
受け
たカ

ン
ボ
ジ
ア
救
国
民
族
統一
戦
線に
よ
る
本
年
初頭の

沼
限
的
な
ブ
ノ
ノペ
ン
攻
略、
中
国
人
民
解
放
忽の

対ヅェ
ト
ナ
ム
H
制
裁H
攻
態と
刊紙い
た
衝
惣
的
な

イン
ド
シ
ナ
半
ぬの
「ビ
リヤ
ー
ド・
ゲlム」
を

中ソ
の
損
益．でフン
ス・
シ
ー
ト
か
ら
み
た場
合、

ソ
辿が
大
き
く
漁夫の
利
を
得
た
の
に
たい
し、
中

国
は
品川
大
な
加
失
をと
う
むっ
た
と
と
は
符
め
な

い。ま
ず
中
国
は、
アル
バ
ニ
ア
離
反の
あ
と
の
唯一

の
H
Uん
必
同u
で
も
あっ
たポ
ル・
ボ
ト
政
権を
失

っ
た
ば
か
り
か、
ブ
ノy・へ
γ
の
貌ソ・
鋭グェ
ト

ナ
ム
政
仰が
成立
し
た
と
と
に
よ
り、
ラオ
ス
と
併

せ
て
イン
ド
シ
ナ
三
国
が
ソ
辿
閤
入
り
し、
中
国
は

今
後と
も、
南
北か
ら
HY
巡の
脅
威H
に
さ
ら
さ

れ
ると
と
に
なっ
た。
し
か
も、
ヅェ
ト
ナ
ム
N
制

裁H
攻
繋
は、
「
中
間
も
新
秘主
義」
で
あ
るζ
と

を
白
Hの
下に
さ
ら
し
た
の
で
あっ
て、
「
中
国
は

口
で
は
平
和
を
悶
え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず、
自

分
勝
手に
制
裁
を
加
え
る
と
と
に
よっ
て、
国
際
平

和
を
政
り
か
ね
ない
国
だ
と
い
うζ
と
を示
し
た」
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（シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
紙
『ス
トレ
ー
ト・
タ
イ
ム
ス』
、

一一一
月七
日
付）、
「
中
国
はそ
の
か桂胃
袋
行
動H
に
よ

り、
曲が
り
な
りに
も
築い
てい
た
平
和
同
友と
し

て
の
神
話
を
自ら
紋
楽
し
た」
（
仏
紙
『ル・
毛
ン

ド』、
コ．
月七
日
付）
と
治
解
さ
れ
る
よ
う
に、
ア

ジ
ア
諸
国に
対
中
間
努
戒
心
を
巻
き
起と
し、
商
側

諸
問で
も
・中
同の
国
家
イ
メ
ー
ジ
を
大
き
く
低
泌
さ

せ
た。
非
同
盟
諸
閣の
中
国
を
見る
目も
よ
り
警
戒

的に
な
る
の
は
確
実で
あ
り、
中
国
は
も
は
や、
従

来の
コニつ
の
世
界
論」
に
立
脚
す
る
対
外
路
線
を

離
脱し
て
伝
統
的
な
「
大
国
主
義」
の
道
を
歩み
始

め
た
と
受け
取
ら
れ
る
ζ
と
に
な
ろ
う。
ま
た、
思

事
的
に
み
て
も、
ヴェ
ト
ナ
ム
正
規
軍
が
戦
闘
を
回

避し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず、
中
国
軍
は
さし
た
る
戦

果
を
よ
げ
ら
れ
ない
ま
まに
撤
退し
た
と
と
で、

「ベ
ト
ナ
ム
の
常
勝
利
話
を
打
破
し
た」
（
郵
小
平

副
首
相）
との
自
国
自
賛よ
り
も
む
し
ろ、
中
間
取

の
近
代
化の
立
ち
返れ
を
暴
鍔
す
る
と
と
に
なっ
た

の
で
は
念
か
ろ
う
か。

と
れ
に
た
い
し
て
ソ
迎は、
と
の
とと
ろ
押さ
れ

気
味
だっ
た
中
国の
H
反
ソ・
反
新
編
外
交M
に一

矢
を
報い
る
と
と
が
で
き
た
ば
か
り
か、
イン
ドシ

ナ
三
国の
H
滋
握H
に
よ
り、

東南アジ
ア
に一
大

橋
頭儀
を
確
保で
きる
と
と
に
なっ
た。
近
く
ソ
述

は
カン
ボ
ジ
ア
新
政
縮、
ヲ
オ
ス
の
両
国
と
も
友
好

協
力
条
約を
締
結
す
る
の
で
は
ない
か
と
の
う
わ
さ

が流
れ
て
い
るほ
か、力ンポジ
ア
の良港
コ
ンポ

ン
ソ
ム
に
ソ
述
泌
紙
器
地が
述
設さ
れ
るの
で
は
な

い
か、
と
か、
ソ
述はラ
オ
ス
南
部に
大
空
軍
基
地

を
辺
住崎
中
ら
しい
と
の
的報
も
伝え
ら
れ
て
い
る。

そ
し
て、
い
う
ま
で
も
な
く
中
越
戦
争は
グェ
ト

ナム
を
さ
ら
に
ソ
辿
陣
営に
決
定
的
に
傾
斜させ
る

と
と
に
なっ
た。
ζ
の
点は、
「
わ
れ
わ
れ
に
は、

ソ
述が
つ
い
て
い
る。
なに
も
恐
れ
る
と
と
は
な

い」
と
の
去
る
二
月
十
九
日の
フ
ァ
ン・
バ
ン・
ド

ン・
グェ
ト
ナム
首
相の
H
向ソ一
辺
倒u
泌
説か

ら
も
う
か
が
わ
れ
よ
う。
そ
の
結
果、
ソ
述
太
平
洋

鍛
隊の
H
悲
劇H
と
もい
うべ
きカム
ラ
ン
符の
海

軍
必
地
使
用
化
も
尖
現の
可
能
性が
者し
く
強
まっ

て
き
て
い
る。
ま
さに、
「
中
越
戦
争最
大の
受
益

お
は
ソ
述」
（『ニ
ュ
ー
ズ
ウ
ィ
ーク』
花一一一
月
六
日

付）
とい
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
ろ
う。

と
う
し
て
み
て
く
る
と、
あ
ら
ゆ
る
点か
、り
し
て

中
倒
側の、
グェ
ト
ナ
ム
H
制
必H
へ
の
窓
思
決
定

は、
ぽ
大
な
割以
算で
あっ
た
とい
わ
ね
ば
な
ら
ない

だ
ろ
う。

そ
れに
し
て
も、
今
回の
中
国
寂の
グェ
ト
ナム

佼
攻が
中ソ
関
係に
及
ぼし
た
イン
パ
ク
ト
は
桜め

て
大
き
く、
中ソ
関
係は一
九
六
九
年の
ダマ
y
ス

キ
l
ω
（
珍
宝
ぬ）
武
力
衝
突
事
件
以
来の
険必
な

局
簡を
迎え
た
か
に
思わ
れ
た。

中
国
況の
グェ
ト
ナム
侵攻
後、
グロ
ム
イコ・

ソ
述外
相は
た
だ
ちに、
昨
年
十一
月三
自に
凋
印

さ
れ
た、
ソ
越
友
好
協力
条
約に
基づ
く
「
有
事
協

滋」
を
尖
行す
る一
方で、
軍
事
物
資の
グェ
ト
ナ

ム
向け
笠
輸
を
展
開し、
泌上
か
ら
は円以
新
鋭
巡
洋

緩や、ミサ
イル
駆
逐
鑑
を
東シ
ナ
海、
南シ
ナ
海に

ゆ令£〈遊てさせ、
さ
らに
中ソ
国
境で
は
極
東ソ
連
軍
を

カ
テゴ
リ
ー
1
（
第一
級）
の
戦
闘
準
備
体
制に
入

らせ
た
とい
わ
れ
る
な
ど、
小
闘
をに
ら
ん
だ、
各

磁の
尻
市什
的
デモ
ン
ス
トレ
ーショ
ン
を
必ζ
なっ

た。
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ま
た、
報
道
機
関を
総
動
日し
て
中
国
非
難を
繰

り返
す一方、
二
月二
十
三
日の
ソ
述陸
軍創設」ハ

十一
周
年
記
念
日に
際し
て
は、
ソコ
ロ
フ・
ソ
軍

第一
一同
防
次
行
や
ウス
チノ
フ
国
防
相が
「y
述
箪

は
国の
婆
訓が
あ
り
次
第、
兄
弟
的
諸
忽
隊の
兵
士

と
と
もに、
社
会主
義の
磁
得
物を
守る
た
め
に
立

ち
上
が
り、
い
か
な
る
侵
略
お
を
も
粉
砕し、
愛
国



主
義
的、
同
際
主
義
的
立務を
名
誉を
もっ
て
れ以
後

ま
で
守る
用
怠
が
あ
る」
（二
月二
十四
日
付
『イ

ズ
ベ
ス
チャ』）
と
ぷ
明、
一
九
六
八
年
の
w
制
限

主
抑制
論u
に
よ
る
チェ
コ
へ
の
軍
事介
入
と
同
じ
搬

出酬
が
ソ
辿
側に
盤っ
て
い
る
と
と
を
示
し
た。
次い

で
二
月二
十
八
日に
は
「ソ
速は、
ヴェ
ト
ナ
ム
支

援
の
ため、
義
勇
軍の
派
遣
を
決め
た
も
よ
う
で、

モ
ス
ク
ソ
の
兵
士の
問で
災
勇
軍
派
巡
説や
義
勇
沼

編
成・
泌
羽目
説
が
聞か
れ
る」
と
のショ
ッ
キン
グ

な
情
報
が
モ
ス
ク
ワ
か
ら
伝え
ら
れ
る
に
及
ん
で、

中ソ
は
ま
さ
に
w一
触
即
発H
の
局
面
を
迎
え
たの

で
あっ
た。

そ
の
後、
世
界の
耳
同
を
集め
た
三
月二
円の
プ

レ
ジ
ネ
フ
演
説
は、
対
米デ
タy
ト
tu
向の
強い
も

の
で、
対
中
沼
市
行
動の
発
動
を
間
後
的に
官官定し

たと
と
に
よ
り、
中ソ
山接
対
決の
可
能
性
は
滞ら

い
でいっ
た
もの
の、
今
回、
一
時
的に
せ
よ、
中

ソ
金一
回
戦
争の
現
実
的
な
危
俊を
招
来し
た
とい
う

鍛
味
で、
中ソ
聞
係
は
ダマ
ン
ス
キ
l
ぬ
別
件
以

米、
むよ
う
ど
十
年
円
に
し
て、
もっ
と
も
緊
迫
し

た
川
州
を
迎
え
たの
で
あっ
た。

そ
う
し
た
中ソ
対
立に、
さ
らに
大
き
な
決
定
的

イン・ハ
ク
ト
を
も
た
らそ
う
と
す
る
時
期が
刻一
刻

と
迫
ろ
う
と
し
てい
る。

昨
庄の
日
中
平
和
ぷ
好
糸
約交
渉時に、
わ
が
国

と
約
点し
た
中ソ
友
好
同
期
相
互
銀
助
条
約の
廃
来

週
作
が
そ
れ
で
あ
り、
そ
の
期
限
は
と
の
四
月
十一

日
で
あ
る。
ζ
mN
H
ま
で
に
双
方が
廃
楽
通
告
を
行

わ
ない
限り、
条
約は
五
年
間
延
長と
な
る
が、
中

国
側
は
川
条
約
を
「
名
存
災
亡」
と
し
なが
ら
も、

「
じ
九
年四
月ま
で
に
新
指
社
通
U
が
磁
策
立、討
を

戸
ワヲ」
（
部
小
平
副
首
相）
と
日
本
側に
確
約し
て

い
る
以上、
と
の
H
約
束H
に
従
え
ば、
四
月十一

日ま
で
に
中
国
側
は
条
約の
泌
梁
を
ソ
述側に
通告

し
なけ
れ
ば
な
ら
ない。

だ
が、
小
同に
とっ
て、
今
日の
状
況は、
い
か

に
と
の
条
約が
「
名
存
災
亡」
の
もの
で
あ
る
と
は

い
え、
条
約の
廃棄
通
告
とい
う、
ド
ラ
ス
チヴ
ク

な
行
助を一
方
的に
起と
すに
は、
以め
て
タ
イ♂、

ン
グ
の
泌い
もの
に
なっ
て
い
る。
と
く
に、
小
同

の
ヴェ
ト
ナム
HU
攻に
よ
り、
アジ
ア
の
国
際
緊
艇

は
さ
らに
山ま
り、
小ソ
凶
係
も一
一川
険
感
化の
み

向に
進
ん
で
き
て
い
る。
し
か
も、
中
間の
対イン

ドシ
ナ
政
策の
ぷ
枠外の
納
采に
よっ
て
・中
同の
外
交

能
力
が
厳し
く
間
わ
れ
る一
方で、
ソ
述が
アジ
ア

を
舞
台に
甜
悔
的
な
外
交攻
努を
展
開し
始め
た
と

い
う
事
的も
あ
る。

そ
う
し
た
状
況の
な
か
で、
中
国
が
条
約
廃
来
通

告
とい
う
現
状
変
史
的
な
行
動に
出る
な
ら
ば、
そ

れ
は
ソ
辿に
たい
する
「
最
後
通牒」
を
意
味
す
る

ζ
と
に
な
ろ
う。
そ
れ
だけ
に、
中
国
側が
こ
の
よ

う
な
挙に
出ると
と
に
よっ
て、
も
は
や
対
中
行
動

に
関
する
国
際
法
上の
拘
束
力
も、
道
義上の
拘
点

力
も
な
く
な
る
以
上、
ソ
述は
中
閣に
たい
し
てい

か
な
る
符
為
を
も
な
し
得る
とい
うフ
リlハ
ン
ド

を
握れ
るの
で
あ
る。
ま
さに
中ソ
関
係は
俺
限
的

恋
化の
状
態に
も
な
り
か
ね
ない。

そ
の
よ
う
な、
中
固に
とっ
て
は
深
刻
な
同史
的

危
機を
招くと
と
に
も
な
り
か
ね
ない
豆
大
な
巡
択

を
来
た
し
て
断
行
で
き
るの
か
ど
う
か。
－お
こ
な
う

と
す
九
ぱ、
い
っ、
と
の
よ
う
な
形で
お
こ
な
うの

か。
現
時
点は、
そ
れ
を
大い
に
凝
視すべ
き
段
附

なの
で
あ
る。
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中ソ対立の歴史的背景
� 

・．、d

そと
で、
次に、
かつ
て
は
中ソ一
枚
治
的
問
紛

の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
宣
伝され
た
巾ソ
条
約が、
中

ソ
関
係の
ど
の
よ
う
な
殴
聞
を
綬
て
今
日こ
の
時
点

で
磁
楽
され
よ
う
と
し
て
い
るの
か、
すでに
現
代
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史の
置
要
な一
銭
と
なっ
て
い
る
中ソ
関
係の
三
十

年の
歴
史
を
若
干ふ
り
返っ
て
み
よ
う。

周
知の
よ
うに、
中ソ
友
好
同
盟
相
互
媛
助
条
約

は、
一
九四
九
年
末か
ら
五
O
年
初
頭
の
歴
史
的
な

ス
タ
ー
リン
1
毛
沢
東
会
談の
結
果
締
結
さ
れ
た
も

の
で
あ
り、
当
時
は
中ソ
社
会
主
義
両
国の
兄
弟
的

友
誌のシ
ン
ボ
ル
と
し
て
設
え
ら
れ、
中ソ
同
盟
関

係の
法
制と
さ
れ
て
きた
もの
で
あ
る。

だ
が、
そ
も
そ
もと
の
条
約
締
結
時に
沿
い
て
さ

え、
毛
沢
東とス
タ
ー
リン
の
問に
大
き
な
不一
致

が
存
在
し
たの
で
あ
り、
と
の
と
きの
中ソ
交
渉が

芥しい
難
航
を
品川ね
た
もの
で
あっ
たζ
と
が
今
日

で
は
明
ら
か
に
なっ
て
い
る。
も
と
も
と
小ソ
両
党

問の
相
互
不
信
は、
中
国
共出向
党
内に
お
け
る
毛
沢

東
路
紋
磁
立の
お
創
期
か
ら
存
花
し
て
お
り、
毛
沢

東の
反
ソ
感
的も
綴
強
かっ
た
が、
一
九四
九
年
十

二
月、
中
間
革
命の
勝
利
者と
し
て、
社
会
主
義の

H
兄H
で
あ
る
ソ
述
を
初め
て
訪
問
し
た
毛
沢東
を

待っ
て
い
たの
は、
あ
えて
「
向y一
辺
倒」
を
玄

苫
し
た
（一
九
四
九
年
七
月）
毛
沢
東の
期
待に
反

し
て、
ス
タ
l
pン
の
まと
とに
冷
たい
限
先し
で

あっ
た。
中ソ
交渉
は
二ヵ
月に
わ
た
り
幾航
を
続

け、
毛
沢
東
は
中
途で
周
恩
米
をモ
ス
ク
ワ
に
呼
び

寄せ
て、
交
渉に
加
わ
ら
せ
なけ
れ
ば
な
ら
な
かっ

た。
し
か
も、
毛
沢
点が
大い
に
期
待
し
た
「
兄
弟

的
援
助」
に
し
て
も、
そ
れ
は
東
欧の一
小
脳
な
み

の
援
助に
す
ぎ
な
かっ
たの
で
あ
る。

と
う
し
たス
タ
ー
リン
時
代の
中ソ
関
係
は、
中

国がの
ちに
「
死の
商
人」
と
ソ
連を
批
判
す
る
朝

鮮
戦
争
を
通じ、
中
凶
側の
対ソ
不
必
を
さ
らに
柏

悩さ
せ
て
いっ
た
が、
一
九
五
三
年
三
月のス
タ
ー

リン
の
死に
よっ
て、
よ
う
や
く
中ソ
凶
係に
新し

い
絃
換
が
も
た
ら
さ
れ
る
よ
うに
なっ
た。
一
九五

四
年
秋、
ス
タ
ー
リン
以
後の
ソ
迎
をに
な
う
フ
ル

シ
チョ
フ、
プル
ガ
lニ
ン
ら、
大
物
代
表
団が
訪

中、
こ
の
時、
中
国に
不
利
な
条
件で
設
立
さ
れ
て

い
た
中yA問
弁
会
社も
消
滅
す
る
な
ど、
と
と
に
初

め
て
中ソ
関
係の
大
脳
な
間州政が
兆
現し
たの
で
あ

る。し
か
し
なが
ら、
フ
ル
シ
チョ
フ
時
代の
ソ
述
は

五
六
年二
月ソ
辿
共
陀
党第二
十
回
党
大
会で
ス
タ

ー
リン
批
判
を
敢
行、
中国
共
産
党との
イ
デ
オロ

ギ
ー
ぬ
争
を
芽
生
え
さ
せ
て
い
く。
と
はい
え、
五

六
年のハ
ン
ガ
リ
ー
総
動な
どの
京
欧の
動
岡山に
た

い
し
て
は、
中
凶
は
ソ
述
を
支
持
し
刊紙け、
五
七
年

秋の
毛
沢
束
必ソ
時に
は
「中ソ
新
軍
弔
協
定」
が

結ぼ
れ
てい
る。

中ソ
の
国
家
的
利
告の
衝
突
を
も
た
ら
し
た
依
接

的
な
原
因
はと
の
「
中ソ
新
忽
事
協
定」
破
棄に
か

か
わ
る
もの
で
あ
ろ
う。
同
協
定
は
中
国へ
の
原
爆

サン
プル・
生
産
技
術
資
料の
提
供
を
う
たっ
た
も

の
だ
が、
ソ
述
側は
五
九
年
六
月、
一
方
的に
協定

を
磁
楽
し
た。
その
い
き
さ
つ
に
つ
い
て、
ソ
述
側
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「ソ
泌が
す
で
に
氷
山械
を
保
有し
て
社

会
主
義
諸
国
を
核
攻
懸か
ら
防
衛し
て
い
る
以
上、

中
国の
以織は
不
必
要で
あ
る」
と
説
明
し
て
い
る

が、
中
国の
核
保
有へ
の
衝
動と
そ、
毛
沢
東沼
市け

思
怨と
中
国ナショ
ナ
リ
ズ
ム
の
集
約
的
帰
結で
も

あっ
た
だ
け
に、
ソ
巡の
と
の
給
胞が
毛
沢
取ら
中

凶
指
羽おを
心
ほ
か
ら
償
慨さ
せ
え
た
ζ
と
は
相仏
像

に
鍵く
ない。

さ
らに
五
八
年
五の
フ
ル
シ
チョ
フ
必
中と
その

前後の
台
湾
出問
峡の
危
出慨
をめ
ぐ
る
中ソ
の
軍
WH
的

角
逐も
双
方の
不
信
を一
挙に
拡
大
す
ると
とに
な

っ
た。
フル
シ
チョ
フ
は
同
年七
月
末、
マ
リノ
フ

ス
キ
l
国
防
相
と
と
もに
急溢
訪
中し
た
が、
と
の

時の
中ソ
会
談に
は、
重
大
な
磁執
が
隠さ
れ
て
い

た。
中
国
側
はの
ちの
中ソ
論
争の
過
程で、
「ソ

述
指
導
部
は
軍事
商か
ら
中
国
を
抑さ
え
よ
う
と
す

はの
ちに、



る
道
理の
ない
要
求
を
出し
た
が、
中
国
政
’府の
断

悶た
る
拒
絶に
あっ
た」
と
暴
露し
て
お
り、
毛
沢

東も
フ
ル
シ
チョ
フ
が
共
同
鑑隊
をつ
く
ろ
う
と
も

ち
か
け
た
と
述べ
てい
る。
ま
た、
と
の
い川
後
中
間

側
は、
ソ
辿との
協
議な
し
に
金
門
ぬへ
激
しい
砲

喰
を
社
制聞け
た
が、
と
れ
は、
ソ
述が
どの
程
度
ま

で
小
倒
防
衛の
ぷ
図
が
あ
るの
か
を
般か
め
る
た
め

の
符
動で
あっ
た
ζ
と
がの
ち
に
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
る。ζ

う
し
て
毛
沢
点はフ
ル
シ
チョ
フ
に
決
定
的
な

不
U
を
抱
く
よ
う
に
な
り、
六
O
年
七
月
に
は
ソ
述

の
巾
国
向け
経
済
銀
助の
停
止
や
ソ
述人
技
術必の

引
き
揚
げ
が
実
行
さ
れ、
中ソ
論
争が
公
然
化し、

両
国
間の
渇
塗は
不
可
能に
なっ
てい
く。

そ
れ
に
し
て
も、
一
九
六
O
年の
巾ソ
品
争
公
然

化
以
前の
中ソ
関
係に
つ
い
て
は、
従
来
ほ
と
ん
ど

照
明
が
当て
ら
れ
な
かっ
た
よ
う
に
思わ
れ
る
が、

尖
はヤ
ル
タ
体
制の
形
成か
ら
五
0
年
代
後
半の、

桜め
ら
れ
た
中ソ
決
裂
に
至
る
時
期の
ゆソ
凶
係と

そ、
ま
さ
に
その
「
正
史」
と
「
盗
凶
史」
のパ
ラ

ド
ッ
ク
ス
とい
う
点に
お
い
て
も、
現
代
史に
お
け

る
もっ
と
も
刺
激
的
な
国
際
関
係で
あっ
た。
そ
し

て、
と
の
期
間の
秘
め
ら
れ
た
中ソ
関
係
の
泌
開

が、
の
ちの
中ソ
対
吹
を
決定づ
け
る
要
因に
なっ

たの
で
あっ
た。

hハ
0
年
代
以
降の
小ソ
関
係に
つ
い
て
は
すで
に

広
く
知
ら
札
てい
る
と
ζ
ろ
だ
が、
十引に
H凡
た
よ
う

に
フ
ル
シ
チョ
フ
がhハ
O
年
七
月
中
国
に
派
泊し
て

い
た
ソ
述人
技
術
行、
必
門
家
を一
方
的に
引
き
妨

げ
た
こ
と
は、
中ソ
凶
係
を
さ
ら
に
決定
的に
必
化

させ
た。
申l
時
中
凶
は
大
凶
作の
故
小で
あ
り、
し

か
も
「ト〈
悩
巡」
政
策の
失
敗
と
三
年
述
紛の
自
然

災
告で、
経
済
が
著しい
図
難に
陥っ
てい
た
だけ

に、
ソ
述
点
門家が
池
山帆中の
ほ
写
只
ま
で
持ち
仰

っ
て
し
まっ
た
ζ
と
は
竹
山珂に
乙
た
え
た
よ
う
で
あ

る。
中
国
側が

「ソ
速は
人の
食
事
中に
皿
を
奪っ
てい
っ
た」

と
非
鍛
す
る
ゆ
え
ん
で
あ
ろ
う。

ち
なみ
に
技
術
去、
山県
門家の
・本
副
引き
妨
げ
は

以
後
社
会
主
混
同
向
上の
関
係必
化
状
況
を
測るバ

ロ
メ
ー
タ
ー
に
なっ
て
お
り、
の
ちの
中
間・
モ
ン

ゴ
ル、
小
凶・
アルパ
ニ
ア、
中
凶・
ヅェ
トナム

関
係の
決裂
を
み
て
も、
い
ず
れ
も
中
国
側が一
方

的に
技
術
お
を
引
き
締
げ
たζ
と
が、
関
係
必
化の

決定
的
要
因
と
なっ
てい
る。

一
方、
中ソ
の
イ
デ
オロ
ギ
ー
対
ケ一
は、
ソ
述の

ス
ター
リン
批
判、
非ス
タ
ー
リン
化の
過
程で
潜

在
し
てい
た
が、
中
国が
人
民
公
社
設
立
な
ど
急
激

な
北ハ
ホ山主
持
化
政
策
を
打
ち
出し
た
り、
ソ
辿が
凶

側
との
平
和
共
存に
采り
仰
す
に
及
ん
で、日州
同の

路
線の
亀
裂
は
鮮
明に
な
り、
以
後、
社
会
主
凝へ

の
平
和
的
移
行の
問
題、
町民
本
主
義
凶
との
平
和
共

作の
問
題、
例
入
袋
持の
問
題
な
ど
あ
ら
ゆ
る
問
泌

を
め
ぐっ
て
双方の
見
解
は
点っ
向か
ら
対
立し
て

い
っ
た。
中・ソ抗咽
争は
国
際
共
産
主
義
運
動の
多
数

派工
作と
主
沼
稲
争い
を
激
化
さ
せ、
図
際
的
な
平

和
辺
助
や
労
働
迎
動、
さ
ら
に
は
アジ
ア・
ア
フ
リ

カ
諸
同の
禅附
迎
動に
も
深
刻
な
他
裂
を
も
た・り
し

た。だ
が、
そ
の一
方で、
中
国
共
産
党は
孤
立
傾
向

を
深
め、
園
内で
は
文
化
大
革
命
を
推
進、
M
修
正

主
必H
の
根
絡
を
巡め、
そ
れ
は
労い
ソ
辿を
公
敵

と
す
る
対
外
的
な
衝
動に
も
現れ
た。
と
り
わ
け、

六
八
年の
ソ
迎
涯の
チェ
コ
進
攻
は
中
同に
y
述の

品円
成
を、
十
分に
知
ら
し
め
さ
せ
る
ζ
と
に
も
なっ

た。
ソ
辿
沼が
H
制
限
主
俗
諭H
を
た
て
に、
衣
川

同に
攻め
込
ん
だと
と
は、
ソ
辿の
中
同
役
攻
も
あ

り
仰
ると
と
を
見せつ
け
た
わけ
で
あ
る。

次い
で
六
九
年三
月、
ゥス
リl
江の
珍
宝
ぬ
t
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ダマ
ン
ス
キ
1
ぬで
大
規
模
な
武
力
衝
突
が
発
生τ

た
が、
装
備の
古い
中
国
軍
除、
優
秀
なソ
述の
火

力、
機
動
力の
前に
手
鍋い
打
怒を
受け、
ソ
迎の

近
代
化
織
力
を
ま
ざ
ま
ざ
と
見せつ
け
ら
れ
た。

ζ
の
二
つ
の
本
件は、
中
国の
対ソ
符
戒
心
を
必

し
く
高め、
人
海
戦
術に
よっ
て、
中ソ
凶
墳に
兵

hμ
を
地
強し
た
ほ
か、
中
岡の
対ソ
必
殺も
大
き
く

変
わ
り、
ζ
れ
以
後
「
新しい
ツ
ア
l」、
「
社
会
形

凶
主
義」
と
ソ
述を
断
邦、
市
災上
H
トれ
敵H
を
ア

メ
リカ
か
ら
ソ
述に
移し
たの
で
あっ
た。
だ
が、

六
九
年
九
月の
北
京
尚昆
港
でのコ
ス
イ
ギン－
m
恩

来
会
践で、
中ソ
全
国
対
決の
危
機
は一
応
去
り、

今
日に
い
た
る
ま
で
中ソ
聞に
は
「
戦
争で
も
平
和

で
も
ない
状
態」
つ
ま
り、
『
・中y
冷
戦』
が
緩い

てい
く。

と
う
し
た
七
0
年
代の
中ソ
関
係
は、
・中ソ
冷
戦

と
も
み
なし
う
る
状
況に
あ
る
とい
え
よ
う。
中ソ

同
拙切に
は
両
忽
合
わせ
二
宵
万
近い
取
隊が
対
的し

て
い
る
ほ
か、
両
国
は
すべ
て
の
問
姻につ
い
て
五

い
に
激
し
く
批
判
し
合ぃ、
応
酬し
合っ
て
い
る。

さ
ら
に
中y
対
立
は
グロ
ー
バ
ル
な
川
際政
治kの

抗
争
と
なっ
て
現
代に
い
たっ
て
お
り、
アジ
ア、

中
点、
ア
フ
リカ
各
地
域
を
舞
台に
級
裂
な
外
交AH

戦を
展
開し
て
い
る。
「
中ソ
代
理
戦
争」
とい
わ

札
た
グェ
ト
ナ
ム・
カ
ン
ボ
ジ
ア
戦
争も
あ
る
意
味

で
中ソ
冷
股の
w
副
産
物H
で
あ
り、
い
ま
や
中ソ

冷
戦は
世
界に
緊
張
を
招く
位
大の
安打糸
だ
と
い
え

よ・3。

bni
i

 

と
はい・旬、
二
同
問に
限っ
て
い
え
ば、
問
題
点

は
徐々
に
除
去
されつ
つ
あ
るの
か
も
知
れ
ない。

λ
0
年
代の
中ソ
命
令
は
な
や
か
な
りし
ζ
ろ
は、

双
方の
見
解
は
あ
らゆ
る
函で
対
立し
て
い
た
が、

毛
沢東
死
後、
「
四つ
の
現
代
化」
を
か
か
げ
た
鄭

小
平
路
線が
現
実
主
義
的
な
穏
健
路
線
を
推
進し、

西
側
と
の
交
流
を
深
め
て、
毛
沢
東
神
話、
と
く
に

個
人
州市
拝も
否
定
す
る
と
あっ
て
は、
中・
ソ
イ
デ

オロ
ギ
ー
論
争の
争
点は
事
実
上、
総
意
味
な
もの

に
なっ
て
し
まっ
て
い
る。
市H
巾犬、
ムハ
0
年
代に
あ

れ
ほ
ど
只剣に
イ
デ
オロ
ギ
ー
問
題
を
論
争し
た
小

里山
共陀
党
も、
HM
近
で
は
訓
d、
小
川仰の
応
酬に

終
紛
し
て
お
り、
イ
デ
オロ
ギ
ー
命
令
は
す
で
に
役

u
を
終Z九
た
か
に
み
え
るの
で
あ
る。
現
代の
中ソ

り川MM・
は、
脱
出入
的、
民
侠
的
な
相
五
不
けいに
縦ざ
し

た
凶
来
的
利山川口の
対』凡
だ
と
い
っ
て
よい。

中ソ対立の将来

こ
うし
て、
い
ま
や
現
代
史に
お
け
る
重
要
な一

章
と
し
て
歴
史
的
過
程
を
形
成し
て
き
た
中ソ
関
係

が
ド
ラマ
チァ
ク
な
推
移を
遂げ
る一
方で、一一一
O

年に
な
ん
な
ん
と
す
る
中y
友
好
同
胞
相
互
援
助
条

約
も、
その
役
目
を
終
え
る
期
日が
刻々
と
迫ろ
う

と
し
て
い
る。
た
だ
し、
中
国
側が
わ
が
同政
府
と

の
H口
約
束u
を
守れ
ぽの
簡で
あ
るζ
と
につ
い

て
は
す
で
に
述ベ
た。
その
点、
中
同に
とっ
て
米

符
有の
間
交
的
危
僚が
招
米
され
る
や
も
し
れ
ない

歴
史
的
選
択
を、
わ
が
国
と
の
約
来の
緩
行とい
う

点か
らの
み
行
う
ほ
ど、
今
円の
中
国が
ナ
イ
ー
ブ

で
ない
と
と
はい
う
ま
で
も
ない
で
あ
ろ
う。
お
そ

ら
く
中
国
指
導
部
は
現在、
廃
棄
通
告が
中ソ
関
係

に
及
ぼ
す
イy・ハ
ク
ト、
そ
の
後の
ソ
速の
出
方、

あ
るい
は
ρ口
約
束。
を
守ら
なかっ
た
場
合の
日

本や
西
側
諸
国に
与
え
る
影
響
など
につ
い
て、
重

要
な
検
討
を
行い
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思わ
れ
る。

そ
れ
で
は、
一
方の
ソ
述は
中ソ
条約
路市地
通告

を
目
前に
し
て、
どの
よ
う
な
強
度
を
とっ
てい
る

の
で
あ
ろ
う
か。
従
来ソ
辿側
除、
川
条
約が
形
式

的に
は、
巾y
関
交
関
係の
鶏・本で
あ
る
と
の
見
方

に
立
ち、
条
約
継
続の
方
針
を
ほの
め
か
し
てい
た

が、
去
る一
月
九
日、
プレ
ジ
ネ
フ・
ソ
辿
共
産党
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－ ． 
作
記
長
が、
米
必
『
タ
イ
ム』
と
の
イ
ン
タ
ピ
ι
ー

で、
と
の
問
問
を
次
の
よ
う
に
踊
っ
て
ソ
辿
側
の
態

度
を
む
終
的
に
明
ら
か
に
し
て
い
る。

ご
九
五
O
年
に
締
結
さ
れ
た
中
ソ
友
好
同
盟
相
互

援
助
条
約
位、
『
す
で
に
怠
義
を
失
い』
『
出単
な
る

紙
切
れ
に
す
ぎ
な
く
な
っ
た』
な
ど
と
い
う
北
京
政

府
の
主
張
が
再
三
聞
か
れ
る。
中
国
の
指
滋
者
が
ζ

の
条
約
を
破
棄
す
る
よ
う
わ
れ
わ
れ
を
挑
発
し
て
い

る
ζ
と
は
明
白
で
あ
る。
わ
れ
わ
れ
は
と
う
し
た
挑

発
に
川
伏
し
念
い
と
断
包
で
き
る。
わ
れ
わ
れ
は
ソ

述
人
民
と
中
国
人
民
の
友
好
関
係
を
ま
と
め
上
げ
た

文
必
を
決
し
て
自
ら
の
意
志
で
破
り
は
し
な
い。
し

か
し、
北
京
政
府
の
指
穏
期引
が
と
う
し
た
抗
慌
を
と

る
な
ら
ば、
彼
ら
は
人
民
の
前
で、
ま
た
全
世
界
の

平
和
と
進
歩
努
刈
の
仰
で
全
口
伝
を
負
わ
ね
ば
な
ら

な
い」ζ

の
プ
レ
ジ
ネ
フ
得
記
長
の
見
解
は、
当
面
の
中

国
側
の
条
約
路
繁
行
動
に
た
い
す
る
悲
制
な
い
し
は

成
正
と
も
受
け
と
れ
る
が、
そ
の一
方
で、
ソ
述
が

依
然
と
し
て
中
ソ
関
係
の
改
授
を
長
期
的
な
外
交
戦

略
に
据
え
て
い
る
ζ
と
も
う
か
が
わ
れ
る。
と
は
い

え、
同
じ
『
タ
イ
ム』
誌
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
川
必

記
長
が
「
尖
際
の
と
ζ
ろ、
私
は
中
国
に
つ
い
て
諮

る
ζ
と
に
う
ん
ざ
り
し、
あ
き
あ
き
し
て
い
る
よ」

と
述
べ
て
い
る
ζ
と
か
ら
み
て
も、
ク
レ
ム
リ
ン
が

巾
同
と
の
ド
ヲ
ス
チ
y
ク
な
関

係改
必
を
い
ま
す
ぐ

期
待
し
て
い
る
と
は
到・
ほ
思
え
な
い。

む
し
ろ、
ソ
述
は
中
国
に
対
し、
沼
市
的、
外
交

的
な
圧
力
を
か
け
る
と
と
に
よ
り、
中
国
の
方
か
ら

漫
歩
し
て
く
る
と
と
を
ね
ら
っ
て
い
る
ふ
し
さ
え
見

受
け
ら
れ
る。
そ
れ
ほ
ど、
最
近
の
ソ
速
の
対
極

点・
ア
ジ
ア
彼
市H・
外
交
戦
時
は
活
性
化
し
つ
つ
あ

る
よ
う
だ。

ソ
迎
は
グ
マ
ン
ス
キ
I
尚
武
力
衝
突
以
後、
中
ソ

同
境
の
兵
hM
を
間
的
に
泊
帰
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る

が、
『U
Sニュ
ー
ズ・
アン
ド・
ソ
l
ル
ド・
リ

ポ
ー
ト』
誌
絞
近
号
は
こ
ζ一
年
間
に
さ
ら
に
五Mm

m
強
さ
れ
た
と
伝
え
て
い
る。
ま
た、
最
近
モ
ス
ク

ワ
か
ら
伝
え
ら
れ
た
と
ζ
ろ
に
よ
る
と、
ソ
述
は
中

ソ
国
境
地
務
の
ジ
ペ
リ
ア、
ザ
パ
イ
カ
ル、
極
東
の

で一
軍
管
区
を

管錨
す
る
「
東
部
統
合
軍
司
令
部
を
新

ぷ、
司
令
む
に
は
ぺ
ト
ロ
フ
ヒ
級
大
将
が
成
任
し
た

と
も
い
う。

い
ず
れ
も、
凶
側
と
の

交流
を
通
じ、
市
近
代
化

を
進
め
る
巾
同
況
に
飢
え、
Hト
舗
に
体
制
を
般川・λ
て

b4
と
う
と
す
る
椛
ほ
と
み
ら
れ
て
い
る。
こ
う
し
た

な
か
で
ソ
辿
の
対
栂
京
沼
市
戦
略
は
エ
ス
カ
レ
ー
ト

す
る一
方
で
あ
り、
昨
年
十
川
ど
ろ
か
ら
は
同
後、

択
捉
向
山
の
H

町民進
化d
が
進
め
ら
れ
た
ほ
か、
沿

新
鋭
爆

撃地問
「
パ
y
ク
フ
7
イ
ア」
数
十
畿
の
援
策

配
備
や
攻
惣
型
空
母
「
ミ
ン
ク
ス」
の
太
平
洋
艦
隊

就
役
も
予
恕
さ
れ
て
い
る。
そ
れ
に
し
て
も、
と
う

し
た
軍
務
力
柏
強
が
円
中
条
約へ
の
巻
き
返
し
策
だ

と
す
れ
ば、
「
日
中
条
約
に
対
す
る
ソ
述
の
報
復
措

蹴
は、
漁
業
交
渉
で
の
態
度
制限
化
や
漁
船へ
の
い
や

が
ら
せ
な
ど
抑
術
的
な
も
の
に
と
ど
ま
ろ
う」
（
外

務
符
当
局
者）
と
す
る
見
方
は
あ
ま
り
に
も
楽
天
的

な
諜
り
で、
先
企
に
「
戦
略
的

報復
指
凶」
だ
っ
た

わ
け
で
あ
る。

ク
レ
ム
P
ン
の、
対
中
圧
力
は
軍
事
国
の
み
な
ら

ず、
外
交
而
で
も
強
ま
っ
て
お
り、
今
回
イ
y
ド
シ

ナ
三
凶
が
ソ
述
と
ほ
ぼ
同
盟
に
近
い
関
係
に
な
っ
た

と
と
に
よ
り、
中
国
は、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
｜
ラ
オ

ス
l
カ
ン
ボ
ジ
ア
l
ベ
ト
ナ
ム
1
毛
ン
ゴ
ル
と
続
く

ρ
ソ

辿閥d
に
包
閉
さ
れ
る
に
至
っ
た。
し
か
も、

昨
年
十
二
対
に
締
結
さ
れ
た
ソ
述・
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
条
約
に
は、
ソ
巡
ア
ジ
ア
外
交
の
氷
年
の
拶
「
ア

ジ
ア

集間
安
保
川刑
判叫」
も
立
及
さ
れ
て
い
る。
ソ
辿

は
六
九
年・
に
初
め
て
打
ち
出
し
た
ア
ジ
ア
集
団
安
保

,,, y対立の背景と今後のIll'{{109 



構
想の
災
現
を
あ
きら
め
た
様
子
は
な
く、
最
近で

は
必
ず
し
も
集
団で
は
な
く、
双
務
的、
地
域
的
な

もの
で
よい
と
説
明
し
てい
る。
二
国
間
条
約の
紛

み
上
げ
に
よ
る
集
国
安
保
体
制の
実
現
を
ね
らお
う

と
す
る
クレ
ム
リン
の
長
期
アジ
ア
戦
略
が
う
か
が

わ
れ、
三
月
九
白
か
らのコ
ス
イ
ギン
首
相の
イン

ド
訪
問、
三
月二
十一
日
か
らの
ク
リ
アン
サ
ク・

9
イ
首
相の
訪ソ
も、
そ
の
布
石
なの
か
も
し
れ
な

い。い
ず
れ
に
せ
よ、
対イン
ド
シ
ナ
峨
峨
の
成
功

で、
攻
勢に
転
じ
て
き
た
ソ
辿の
縦
波・
アジ
ア
戦

略の
前に、
中
国は
今
や
兎
大
な
安
全
保
際
上の
約

厳に
直
面
し
てい
る
か
に
み
え
る。
仮に
中
同が
ソ

速の
圧
力
に
胤
し、
対ソ
和
解に
踏
み
切っ
た
と
す

れ
ば、
軍
事
力の
示
威に
よっ
て
中
国に
滋
必を
迫

ろ
う
と
す
る
ソ
巡の
ね
らい
が
ま
さ
に
尖
を
結ぶ
わ

け
で、
ソ
辿の
対
岡市胤・
アジ
ア
外
交の
当
面の
ね

らい
も、
中
間の
Hフィ
ン
ラ
ン
ド
化H
に
あ
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か。

だ
が、
今
回の
中
越
戦
争を
通じ、
ソ
述が
対
中

沼
市H
示
威
を
行い
なが
ら
も、
武
力
HU
攻
を
μ以
後ま

で
偵
屯
に
避け
た
こ
との
持つ
涼
味
合い
は
決
し
て

小
さ
く
ない。

こ
の
点で
枝
問
さ
れ
る
の
は、
－Wソ
関
係の
必
化

が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
懸
念
さ
れ
てい
る
状
況の
な
か

で、
去
る
二
月
下
旬
か
らで一
月
上
旬に
か
けて、
中

ソ
同
境河
川の
航
符
をめ
ぐ
る
中ソ
主砂が、
中y

同
境の
小
町仙
市で
開催
さ
れ、
そ
れ
が
領め
て
順
調

に
推
移
し
てい
た
とい
う、
信
頼
すべ
き
筋の
的報

（
北
京
三
月
三
円
発A
F
P
1
時
事）
で
あ
る。
と

の
布
市六はいっ
たい
何
を
物
諸
る
の
で
あ
ろ
う
か。

こ
の
市什
災乙
そ、
中ソ
関
係が
μ誠心の
械
点に
巡

しつ
つ
あ
る
今日、
その
内部で
は
そ
う
し
た
方
向

と
は
．北
反
対の
条
件が
徐
々
に
成
熟さ
れつ
つ
あ
る

こ
との
反
映
で
あ
る
の
か
も
知
れ
ない。

さ
ら
につH
え
ぽ、
ζ
れ
ま
で
の
経
緯
を
断
み
る
と

き、
中ソ
関
係に
は
深
刻
な
対
立・
抗
争の
反
函に

つ
ね
に一
定の
復
元
力が
作
用
し
て
き
たと
と
も
否

定で
き
ない。
た
と
え
ば、
一
九五
O
年
初
頭
の
中

ソ
会
談
は、
中
国
側
に
大
き
な
不
満を
内
蔵
す
ると

と
に
な
り、
そ
れ
は
朝
鮮
戦
争
を
経て
さ
ら
に
楢
制

し
ていっ
た
が、
ス
タ
ー
リン
の
死
は
中ソ
関
係に

大
き
な
転
機と
な
り、
フル
シ
チョ
フ
ら
ソ
迎の
新

指
摘明
者
た
ち
は
北
泌
を
訪
問
し
て
関
係の
改
山内に
努

め
た。そ

の
後フ
ル
シ
チ可
フ
と
巴
以
点の
対・吹
は
決
定

的
な
もの
に
な
り、
中ソ
は
決
裂
し
てい
っ
た
もの

の、
六
四
年
秋フ
ル
シ
チロ
フ
が
解
任さ
れ
る
や
川

恩来が
急
きょ
モス
ク
ワ
に
飛ぴ、
クレ
ム
リy
出削

指
滋
者ら
と
関係の
凋
殺に
努め
てい
る。
ま
た、

六
九
年
穏と
互に一
触
即
発の
中ソ
戦
争の
危
機に

ま
で
発
展
し
た
がコ
ス
イ
ギン
首
相
ほグェ
ト
ナ
ム

の
ホ
I・
チ・
ミン
大
統
領
葬
儀の
帰
途、
北
京に

立
ち
寄
り、
北
京
安
治に
お
け
る
異
例の
中ソ
会
談

と
なっ
て
世
界を
鮫か
せ、
山判
断の
危
機
を
凍
結し

たの
で
あっ
た。

し
か
も、
移
総刷出・
元
凶
防
相の
よ
う
な
名
災
と

もに
「
中
国の
フ
ル
シ
チョ
フ」
と
み
な
し
得る
人

物の
名門H
回
復が
最近－B
ζ
な
わ
れ
てい
る
と
と
に

も
み
ら
れ
る
よ
うに、
中
国
内
政の
方
向が、
毛
沢

東
時
代の
対ソ
認
除と
は
大き
く
異
な
る
方
向に
向

かっ
てい
るζ
と
に
も
注
目
す
る
必
要が
あ
る
か
も

し
れ
ない。

い
ず
れ
に
せ
よ、
中ソ
関
係の
現
段
階
は、
一
触

即
発の
中ソ
峨
争の
危
機が
中ソ
条
約の
廃
棄に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
得る
可
能性
と、
そ
う
し
た
中ソ

関
係
必
化の
町制
限
的
状
況か
ら
他
方へ
と
変
化し
得

る
可
能
性が
川
時
的に
共存し
てい
る
時
期で
は
な

い
だ
ろ
う
か。
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